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さ
よ
な
ら
旧
粉
河
町
役
場
！

第
３
回
定
例
会

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

・
会
期　

30
日
間

　

８
月
25
日
～
９
月
23
日

・
一
般
質
問　

９
名
が
登
壇

※
議
会
だ
よ
り
は
、
主
な
議
案
を
抜
粋
し
て
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
他
の
議
案
や
結
果
に
つ
き
ま
し
て

は
、
紀
の
川
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、

議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
の
議
案
は

人
事
案
件
…
…
…
…
…
…
…
…
16
件

決
算
認
定
…
…
…
…
…
…
…
…
26
件

条
例
改
正
…
…
…
…
…
…
…
…
４
件

補
正
予
算
…
…
…
…
…
…
…
…
22
件

そ
の
他
…
…
…
…
…
…
…
…
…
６
件

計
74
件

3件に
注目！

予
定
価
格
の
33
・
７
％
、
７
千
398
万
円
で
㈱
中
井
組
（
湯
浅
町
）
が
落
札

し
ま
し
た
。

廃
棄
物
の
処
理
を
含
め
、
適
正
な
工

事
が
進
め
ら
れ
る
の
か
。

一
級
建
築
士
を
監
理
業
者
と
し
委
託

す
る
。
産
業
廃
棄
物
の
処
分
に
つ
い

て
も
法
律
に
基
づ
い
て
行
い
、
処
分

業
者
ま
で
の
流
れ
を
十
分
確
認
す
る
。

工
事
着
手
後
に
ア
ス
ベ
ス
ト
等
が
確

認
さ
れ
、
工
事
費
が
増
額
に
な
る
可

能
性
は
。

ア
ス
ベ
ス
ト
が
含
ま
れ
て
い
る
と
確

認
で
き
る
部
分
は
設
計
に
含
め
た
。

詳
細
は
工
事
着
手
時
に
調
査
を
行
い
、

ア
ス
ベ
ス
ト
や
Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
発
見
さ
れ

て
も
適
正
な
工
事
を
進
め
る
。
現
段

階
で
増
額
に
な
る
か
は
判
断
で
き
な

い
。

ＱＱ ＡＡ

（
議
案
第
156
号
）工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て（
粉
河
分
庁
舎
解
体
整
備
工
事
）

1
こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

取り壊される旧粉河町役場
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下
水
処
理
場
周
辺
整
備
に
38
億
円
！

（
さ
ぎ
の
せ
公
園
な
ど
）

ご
み
袋
が
値
上
げ
さ
れ
ま
す

平
成
27
年
度
は
公
共
下
水
処
理
場
周
辺
地
域
整
備
負
担
金
と
し
て
４
千
830

万
１
千
円
を
支
出
し
ま
し
た
。

（
負
担
割
合
率　

紀
の
川
市
60
・
01
％
、
岩
出
市
39
・
99
％
）

ご
み
袋
が
平
成
29
年
７
月
か
ら
デ
ザ
イ
ン
が
変
更
さ
れ
、
値
上
げ
（
左

表
）
さ
れ
ま
す
。
現
在
の
ご
み
袋
は
９
月
末
ま
で
使
え
ま
す
が
、
10
月
か
ら

は
、
現
在
の
ご
み
袋
に
は
別
売
り
の
「
差
額
シ
ー
ル
」
を
貼
ら
な
い
と
収
集

し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。

周
辺
整
備
は
、
い
つ
ま
で
続

く
の
か
。
周
辺
整
備
計
画
の

上
限
は
？

平
成
30
年
度
で
完
了
し
、
全

体
事
業
費
は
38
億
円
ま
で
と

な
っ
て
い
る
。

そ
れ
以
上
と
な
る
場
合
は
あ

る
か
。

な
い
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
袋
の
販
売
収
益
の
う
ち
、
ご
み

処
理
経
費
に
充
当
で
き
る
の
は
ど
れ

く
ら
い
か
。

ご
み
処
理
経
費
８
億
１
千
844
万
４
千

円
に
対
し
て
、
現
状
は
326
万
円
、
0.4

％
で
あ
る
が
、
値
上
げ
で
３
千
554
万

６
千
円
、
4.3
％
に
な
る
。

買
っ
た
差
額
シ
ー
ル
が
余
っ
た
ら
、

返
金
し
て
く
れ
る
の
か
。
一
枚
単
位

で
も
販
売
す
る
の
か
。

返
金
は
し
な
い
。
こ
の
条
例
改
正
で

は
１
枚
単
位
で
の
販
売
は
で
き
な
い
。

１
枚
単
位
で
の
販
売
を
検
討
す
る
。

ＱＱ

ＱＱ

ＡＡ

ＡＡ

（
議
案
第
137
号
）平
成
27
年
度
紀
の
川
市
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

（
議
案
第
157
号
）紀
の
川
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

3

2

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

家庭用ごみ袋の種類 ごみ袋料金
もやすごみ（大）　10枚／冊

150 円→ 250円
袋の色も変わります

もやすごみ（小）　14枚／冊
資源ごみ（大）　10枚／冊
資源ごみ（小）　14枚／冊
差額シール（大）用　5枚／シート 50円（10枚分で 100円）
差額シール（小）用　7枚／シート 50円（14枚分で 100円）
〇もやすごみ（極小）（20枚／冊:150円）、セトモノ（10枚／冊:100
円）は変更なし。
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９
月
６
・
７
・
８
日
の
３
日
間
、
９
名
の
決
算
審
査

特
別
委
員
会
委
員
が
慎
重
に
審
査
を
行
い
、
９
月
23
日

の
本
会
議
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
認
定
し
ま
し
た
。

〈
平
成
27
年
度
紀
の
川
市
一
般
会
計
決
算
審
査
特
別
委
員
会
〉

委
員
長　
　

堂
脇 

光
弘

副
委
員
長　

室
谷 

伊
則

委　
　

員　

舩
木 

孝
明　

太
田 

加
寿
也　

榎
本 

喜
之　

森
田 

幾
久　

上
野　

健

　
　
　
　
　

石
井　

 

仁　

川
原 

一
泰

※
金
額
は
万
円
単
位　

四
捨
五
入
で
表
示
し
て
い
ま
す
。

27
年
度
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
!!

一
般
会
計
歳
出
総
額

特
別
会
計（
21
会
計
）歳
出
総
額

316
億
922
万
円

197
億
８
千
643
万
円

安
全
・
安
心
！

避
難
所
の
安
全

市
内
小
中
学
校
す
べ
て
の
耐
震
化
が
終

わ
っ
た
。

ま
た
、
※

非
構
造
部
材
の
耐
震
化
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
小
学
校
に
つ
い
て
は
避
難
所

と
な
る
体
育
館
な
ど
が
完
了
し
た
。

対象となる非構造部材

※
建
築
物
を
構
成
す
る
部
材
の
う
ち
、
天
井
材
・
窓
ガ
ラ
ス
・

照
明
器
具
・
空
調
設
備
な
ど
、
建
物
の
デ
ザ
イ
ン
や
居
住
性

の
向
上
な
ど
を
目
的
に
取
り
付
け
ら
れ
る
も
の

万
が
一
に
備
え

保
育
所
・
小
中
学
校
へ
、
防
犯
カ
メ
ラ
計
53
台
を
設
置
し
た
。

市
管
理
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
画
像
検
索
の
依
頼
は
岩
出
署
９
件
、
海
南
署
１
件
の
計

10
件
あ
り
、
警
察
か
ら
の
依
頼
で
あ
れ
ば
す
べ
て
受
け
て
い
る
。

市
道
の
整
備
状
況
は

道
路
修
繕
工
事
に
つ
い
て
は
、
地
元
要
望
件
数
の
32
％
の
97
路
線
、
市
道
改
良
工

事
に
つ
い
て
は
、
地
元
要
望
件
数
の
24
％
の
51
路
線
を
実
施
し
、
整
備
し
た
。

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］

Kinokawa City Gikai Dayori　4



フ
ァ
ン
拡
大

紀
の
川
市
＝
フ
ル
ー
ツ
の
ま
ち
の
イ
メ
ー

ジ
づ
く
り
の
た
め
「
紀
の
川
ぷ
る
ぷ
る
娘
」

の
飛
び
出
し
注
意
看
板
の
作
成
や
フ
ル
ー
ツ

ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
で
紀
の
川
市
の
フ
ァ
ン

拡
大
を
行
っ
た
。

情
報
発
信
基
地

青
洲
の
里
の
整
備
を
行
い
、
道
の
駅
と
し

て
供
用
開
始
さ
れ
た
。

ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

運
動
の
状
況
は

市
立
中
学
校
２
年
生
全
員
対
象
の
特
別
授

業
「
世
界
一
受
け
た
い
が
ん
の
授
業
」
と
市

立
中
学
校
全
教
職
員
対
象
の
研
修
を
実
施
し

た
。ま

た
、
乳
ガ
ン
早
期
発
見
の
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
立
川
ら
く
朝
さ
ん
の
健
康
落
語

と
青
洲
劇
団
の
「
華
岡
青
洲
の
妻
」
を
上
演

し
て
も
ら
っ
た
。

啓
発
グ
ッ
ズ
は
募
金
活
動
と
し
て
、
イ
ベ

ン
ト
の
時
に
置
い
て
い
る
が
、
常
時
、
健
康

推
進
課
と
青
洲
の
里
に
も
置
い
て
い
る
。

有
利
な
借
金
を

地
方
交
付
税
は
約
102
億
３
千
万
円
で
、
歳
入
の
34
・
８
％
と
な
っ
て
い
る
。
公
債
費

い
わ
ゆ
る
借
金
の
返
済
は
、
約
48
億
円
、
そ
の
う
ち
交
付
税
と
し
て
国
か
ら
い
た
だ
け

た
の
は
約
33
億
円
で
算
入
率
69
・
３
％
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
前
年
の
25
倍
以
上
も
の

寄
付
金
が
集
ま
っ
た
。

納
税
は
義
務
で
す

自
主
財
源
の
地
方
税
は
約
63
億

９
千
892
万
円
収
納
し
、
滞
納
分
を

含
め
て
94
・
４
％
の
収
納
率
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
和
歌
山
地
方
税
回
収
機

構
へ
徴
収
を
依
頼
し
た
額
は
約
９

千
300
万
円
で
、
そ
の
う
ち
の
３
千

862
万
円
回
収
で
き
、
徴
収
率
は

41
・
３
％
で
あ
っ
た
。

飛び出し注意看板立川らく朝さんの落語

差し押さえられ公売にかけられるバイク

財　
政

市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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いっぱん質問いっぱん質問
市 政 を 問 う

一般質問の内容については、要旨のみ掲載しています。

なお、原稿については、各質問者が投稿したものであり文責は質問者にあります。

くわしい内容を知りたい方は、会議録の閲覧ができますので議会事務局議事調査課までお問い

合わせください。（TEL 0736−77−0860）

石井　仁　議員
・５町合併と市政 10 年の検証につい

て
・電力自由化への対応について

西川　泰弘　議員
・市民の「協働意識」と自治区への加

入率の低下について

石脇　順治　議員
・紀の川市の魅力や施策の発信につい

て

並松　八重　議員
・災害に強いまちづくりを
・人口減少に歯止めをかける施策と移

住・定住促進の現状について

舩木　孝明　議員
・桃被害対策について
・耕作放棄地について
・空き家対策について

中尾　太久也　議員
・上水道の事業運営の健全化と経営の

安定化に向けた取り組みについて

大谷　さつき　議員
・「食品ロス」をなくす取り組みにつ

いて

太田　加寿也　議員
・２図書館の利用状況と今後の活用計

画について
・本市の基幹産業である農業は非常に

厳しい状況が続いているが、ＴＰＰ
を踏まえた農家へのこれからの支援
策について

中村　真紀　議員
・子どもの貧困と子ども食堂について

背景写真：平池緑地公園
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問今
年
の
桃
農
家
は
、
せ
ん

孔
病
に
よ
る
被
害
で
平
年
の

３
割
の
売
上
高
で
あ
る
。
市

の
対
応
と
支
援
は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

Ｊ
Ａ
紀
の
里
の
調
査
で
は
、

平
年
に
比
べ
３
割
の
減
少
で

あ
る
。
量
で
は
約
１
千
450
ト

ン
、
売
上
高
で
は
約
６
億
６

千
万
円
の
減
少
で
、
被
害
の

大
き
さ
を
認
識
し
て
い
る
。

国
・
県
に
対
し
、
せ
ん
孔

病
駆
除
薬
剤
の
開
発
や
財
政

支
援
を
強
く
要
請
す
る
。

問防
風
ネ
ッ
ト
や
防
風
林
の

設
置
費
用
や
、
病
原
菌
に
強

い
桃
へ
の
品
種
改
植
へ
の
市

の
補
助
金
の
取
り
組
み
は
。

問水
道
水
は
市
民
生
活
に
お

い
て
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。

安
全
・
安
心
は
も
と
よ
り
、

安
定
供
給
を
求
め
ら
れ
る

が
、
事
業
運
営
の
健
全
化
と

経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取

り
組
み
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
水
道
部
長

水
道
使
用
者
へ
の
サ
ー
ビ

ス
向
上
は
も
と
よ
り
、
料
金

徴
収
の
効
率
化
に
取
り
組
む
。

水
道
事
業
会
計
と
簡
易

水
道
事
業
特
別
会
計
と
の
会

計
統
合
を
行
い
、
合
理
化
対

策
を
進
め
る
。
統
合
す
る
に

は
施
設
改
造
費
用
が
必
要
で

会
計
を
非
常
に
圧
迫
す
る
が
、

経
営
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
。

ま
た
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
施

設
等
の
老
朽
化
の
更
新
が
40

年
間
で
、
総
額
約
496
億
円
と

試
算
さ
れ
た
。
こ
の
計
画
の

 

答
　
　
　 
農
林
商
工
部
長

産
地
計
画
の
国
策
で
、
Ｊ

Ａ
が
窓
口
と
な
り
補
助
金
も

出
し
て
い
る
。
市
と
し
て
の

追
加
支
援
は
現
在
難
し
い
状

況
で
あ
る
。

問今
後
、
病
虫
害
対
策
を
含

め
、
農
産
物
に
被
害
が
出
た

際
の
農
業
共
済
の
一
部
負
担

軽
減
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

農
業
の
こ
う
し
た
事
態
に

対
応
す
る
た
め
、
農
業
共
済

制
度
が
あ
る
。
今
後
農
家
が

安
心
し
て
農
業
が
で
き
る
よ

う
、
共
済
加
入
促
進
を
応
援

し
て
い
く
。

推
進
に
は
「
水
道
事
業
基
本

計
画
変
更
策
定
業
務
」
に
基

づ
き
進
め
て
い
く
。

問「
水
道
事
業
基
本
計
画
変

更
策
定
業
務
」
に
よ
る
方
向

性
の
内
容
は
。
ま
た
今
後
の

運
営
方
針
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
水
道
部
長

現
状
の
分
析
と
評
価
を
行

い
現
状
の
課
題
を
明
ら
か
に

し
、
老
朽
化
施
設
は
統
廃
合

を
見
据
え
、
効
果
的
・
効
率

的
な
維
持
管
理
を
進
め
て
い

く
。ま

た
、
施
設
や
管
路
の
更

新
計
画
を
推
進
し
、
会
計
統

合
を
含
め
た
経
営
計
画
や
適

正
な
水
道
料
金
を
検
討
し
、

持
続
可
能
な
運
営
を
進
め
る
。

水
道
料
金

望
ま
ぬ
改
正

問市
民
の
誰
も
が
水
道
料
金

の
値
上
げ
な
ど
は
望
ん
で
い

な
い
と
思
う
が
、
健
全
な
経

営
に
つ
い
て
ど
う
取
り
組
ん

ど
う
す
る
？

耕
作
放
棄
地

問耕
作
放
棄
地
を
な
く
す
た

め
、
県
の
農
地
中
間
管
理
機

構
や
Ｊ
Ａ
の
農
地
利
用
集
積

円
滑
化
事
業
の
取
り
組
み
は
。

 

答
　
　 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

農
地
の
借
受
、
貸
付
の
希

望
者
が
農
地
中
間
管
理
機
構

に
申
出
し
、
機
構
が
借
手
と

貸
手
の
間
で
貸
借
契
約
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。
耕
作
放
棄

地
対
策
に
効
果
が
あ
る
の
で
、

今
後
も
県
農
業
公
社
や
Ｊ
Ａ

と
農
業
委
員
会
が
連
携
を
は

か
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

問荒
廃
し
た
農
地
の
山
林
へ

の
地
目
変
更
や
、
国
に
返
還

等
は
可
能
か
。

 

答
　
　 

農
業
委
員
会
事
務
局
長

荒
廃
し
山
林
化
し
た
農
地

は
非
農
地
と
認
め
て
い
な
い
。

非
農
地
判
断
は
、
今
後
検
討

の
必
要
が
あ
る
。
公
共
の
用

に
供
す
る
場
合
、
農
地
を
取

得
す
る
事
も
あ
る
が
、
目
的

な
し
で
取
得
で
き
な
い
。

で
い
く
の
か
。
ま
た
、
地
域

間
の
格
差
を
な
く
す
た
め
の

未
普
及
地
解
消
へ
の
取
り
組

み
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

水
道
料
金
値
上
げ
、
ま
た

改
修
等
を
考
え
た
と
き
に
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
に
負
担
も

し
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
で
き
る
だ
け
国
・
県

の
補
助
金
制
度
等
を
活
用
し

な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
未
普
及
地
域
解
消
は
地

元
の
強
い
要
望
と
事
業
効
果

（
加
入
率
等
）
を
考
え
、
市

民
の
公
平
性
を
十
分
検
討
し

実
施
し
て
い
く
。

舩木 孝明 議員

中尾 太久也 議員

桃山第１水源地（昭和54年竣工）

せん孔病被害の桃

水
道
水
の
安
定
供
給
を
!!

市
の
せ
ん
孔
病
対
策
は
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心
に
給
食
会
議
を
開
催
し
て

い
る
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

学
校
給
食
栄
養
報
告
と

し
て
、
年
２
回
、
各
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の
残
食
率
を
県

教
育
委
員
会
に
報
告
し
て
い

る
。
昨
年
11
月
の
残
食
率
は

６
・
22
％
で
あ
っ
た
。

生
ご
み
の
処
理
法
は
、
河

南
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
粉

河
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は

消
滅
型
生
ご
み
処
理
機
を
導

入
し
、
そ
の
日
に
出
た
生
ご

み
は
翌
日
の
朝
に
は
水
と
炭

酸
ガ
ス
に
分
解
さ
れ
、
生
ご

み
の
排
出
は
な
い
。
那
賀
給

食
セ
ン
タ
ー
は
処
理
機
を
導

入
せ
ず
、
生
ご
み
と
し
て
排

出
し
て
い
る
。

問食
品
ロ
ス
削
減
を
意
識
し

た
食
育
・
環
境
教
育
の
展
開

を
先
駆
的
に
取
り
組
む
自
治

体
が
増
え
て
い
る
。
本
市
も

保
育
所
や
小
・
中
学
校
に
市

職
員
が
出
前
授
業
形
式
と
し

て
実
施
し
て
は
。

 

答
　
　  

市
長
・
市
民
部
長

市
内
の
小
学
校
で
は
、
本

年
度
か
ら
環
境
学
習
を
「
紀

ネ
ッ
ト
経
由
の
予
約
は
約
46

％
増
の
５
千
498
件
と
な
り
、

２
館
と
も
利
用
者
数
が
統
合

前
よ
り
大
き
く
伸
び
て
い
る
。

学
校
図
書
館
と
の
連
携
で

は
、
教
育
委
員
会
と
し
て
新

し
い
時
代
に
即
応
し
た
読
解

力
の
育
成
を
め
ざ
し
、
学
校

図
書
館
の
改
造
計
画
に
重
点

的
に
取
り
組
む
こ
と
を
本
年

度
の
学
校
教
育
指
針
に
掲
げ
、

市
立
図
書
館
司
書
が
学
校

図
書
館
の
運
営
に
関
し
、
相

談
・
指
導
・
助
言
を
行
う
計

画
で
あ
る
。

農
業
者
の
収
入

増
加
策
を

問本
市
の
農
業
は
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

販
売
農
家
の
半
数
を
占
め
る

兼
業
農
家
が
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
の
た
め
、
年
平
均

100
軒
ず
つ
減
り
続
け
て
い
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
耕
作
放
棄
地

が
増
え
、
農
業
生
産
額
も
減

り
続
け
る
と
思
う
が
、
市
と

し
て
農
家
へ
の
支
援
策
は
。

ま
た
、
高
齢
就
農
者
の
支
援

は
。

 

答
　
　
　 

農
林
商
工
部
長

Ｊ
Ａ
紀
の
里
で
は
、
平
成

30
年
度
ま
で
の
第
６
次
中
期

３
ヶ
年
計
画
に
お
い
て
、
営

農
対
策
な
ど
４
つ
の
具
体
的

実
践
方
策
を
掲
げ
、
農
業
者

の
所
得
増
大
と
農
業
生
産
の

拡
大
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
市
と
し
て
、
こ
れ

ら
営
農
対
策
や
販
売
対
策
等

の
取
り
組
み
に
対
し
十
分
協

議
を
重
ね
、
側
面
か
ら
し
っ

か
り
支
援
を
行
う
。

高
齢
就
農
者
へ
の
支
援
で

は
、
退
職
後
精
力
的
に
営
農

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
方

々
に
対
し
、「
認
定
農
業
者
」

の
資
格
を
得
て
い
た
だ
き
、

税
制
上
の
特
例
や
各
種
補
助

事
業
の
適
用
を
受
け
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
職
員
が
対
応

す
る
と
と
も
に
、
広
報
紙
等

へ
の
掲
載
も
充
実
し
、
制
度

を
広
く
周
知
し
て
い
く
。

問統
合
さ
れ
、
河
北

・
河
南
の
２
館
と
な

っ
た
図
書
館
の
利
用

状
況
は
。
新
し
く
設

置
さ
れ
た
機
器
や
コ

ー
ナ
ー
の
活
用
状
況

は
。ま

た
、
小
中
学
校

図
書
館
の
図
書
充
実

に
向
け
、
ど
の
よ
う

な
連
携
・
助
言
を
行

っ
て
い
る
か
。

 

答
　
　
　 

　
　
教
育
部
長

図
書
館
で
は
、
季
節
に
応

じ
た
コ
ー
ナ
ー
や
、
ト
レ
ン

ド
に
マ
ッ
チ
し
た
特
色
あ
る

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、
利
用
者

へ
の
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

を
進
め
て
い
る
。

本
年
１
月
か
ら
６
月
ま
で

の
期
間
で
昨
年
の
同
時
期
と

比
較
す
る
と
、
利
用
者
数
は

約
26
％
増
の
３
万
７
千
525
人
、

貸
出
冊
数
は
約
31
％
増
の
15

万
５
千
690
冊
と
な
っ
て
い
る
。

問日
本
の
※

食
品
ロ

ス
は
、
食
糧
難
に
苦

し
む
国
々
へ
の
国
連

の
援
助
量
約
320
万
ト

ン
の
約
２
倍
に
相
当

す
る
。
こ
れ
は
国
民

１
人
当
た
り
茶
わ
ん

１
杯
分
の
ご
飯
を
毎

日
捨
て
て
い
る
計
算

に
な
る
。

先
進
地
の
自
治
体
で
は
残

食
率
を
４
・
４
％
に
減
ら
し

て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

本
市
の
公
立
保
育
所
と
小
・

中
学
校
の
給
食
の
残
食
状
況

と
給
食
か
ら
出
た
生
ご
み
の

処
理
方
法
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

残
食
を
量
っ
て
い
る
保
育

所
が
２
ヶ
所
、
目
視
で
残
食

状
況
を
確
認
し
て
い
る
保
育

所
が
８
ヶ
所
で
、
ほ
ぼ
食
べ

残
し
が
な
い
。
食
べ
残
し
を

な
く
す
工
夫
と
し
て
、
毎
月

管
理
栄
養
士
、
調
理
員
を
中

の
海
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
」

で
行
い
、
施
設
見
学
授
業
の

中
に
「
食
品
ロ
ス
」
に
つ
い

て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
項
目

を
取
り
入
れ
る
よ
う
紀
の
海

広
域
施
設
組
合
に
要
望
し

て
い
く
。
ま
た
、
生
涯
学
習

出
前
講
座
の
ク
リ
ー
ン
＆
グ

リ
ー
ン
講
座
に
も
「
食
品
ロ

ス
」
に
関
す
る
項
目
を
加
え

た
講
座
に
し
た
い
。

保
育
所
の
園
児
を
対
象
に

し
た
出
前
授
業
は
先
進
地
の

事
例
を
参
考
に
、
紙
芝
居
や

ぷ
る
ぷ
る
娘
の
着
ぐ
る
み
等

を
利
用
し
た
授
業
な
ど
研
究

し
検
討
し
て
い
く
。
こ
れ
ら

の
取
り
組
み
が
家
庭
に
も
つ

な
が
り
、
社
会
全
体
に
実
践

で
き
る
よ
う
啓
発
し
て
い
き

た
い
。

大谷 さつき 議員

太田 加寿也 議員

給食風景

森になった耕作放棄地

もったいない食品ロス

新図書館をもっと宣伝！

※
食
品
ロ
ス
と
は

食
品
廃
棄
物
の
う
ち
、食
べ
残
し
や
賞

味
期
限
切
れ
な
ど
で
本
来
食
べ
ら
れ

る
の
に
捨
て
ら
れ
て
し
ま
う
も
の
。農

林
水
産
省
と
環
境
省
の
推
計
で
は
年

間
２
千
797
万
ト
ン
の
食
品
廃
棄
物
が

出
て
お
り
、そ
の
う
ち
の
約
632
万
ト
ン

が
食
品
ロ
ス
で
あ
る
。（
平
成
25
年
度

推
計
）
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答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

合
併
を
し
た
以
上
は
、
均

衡
の
取
れ
た
、
安
全
安
心
な

紀
の
川
市
に
し
て
い
こ
う
と

い
う
こ
と
で
、
進
め
て
き
た
。

多
少
の
評
価
は
い
た
だ
け
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
評
価
い

た
だ
く
と
こ
ろ
に
ま
で
来
て

い
な
い
、
こ
れ
か
ら
だ
、
と

私
は
思
っ
て
い
る
。

問現
在
の
電
力
自
由

化
に
よ
る
電
気
料
金
、

契
約
の
状
況
は
。

 

答       

企
画
部
長

コ
ス
ト
削
減
の
面

で
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

と
考
え
ら
れ
る
「
高

圧
型
」
の
38
施
設
で

は
、
平
成
27
年
度
の

電
気
料
総
額
は
１
億

５
千
982
万
円
で
、
す
べ
て
関

西
電
力
と
の
随
意
契
約
と
な

っ
て
い
る
。

問入
札
に
よ
り
電
力
調
達
を

行
い
、
電
気
料
金
の
削
減
を

進
め
る
自
治
体
も
増
え
て
き

市役所本庁の電力量計

電気代、入札でより安く

問「
子
ど
も
の
貧
困
」

が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
。
地
域
の
経
済

や
構
造
に
基
づ
い
て
、

市
に
お
け
る
目
に
見

え
な
い
現
代
の
貧
困

の
実
態
を
可
視
化
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
独
自
の
実
態
調

査
を
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

厚
生
労
働
省
の
「
国
民
生

活
基
礎
調
査
」
に
お
け
る
３

年
に
１
回
の
大
規
模
調
査
の

年
に
発
表
さ
れ
る
貧
困
率
を

「
子
ど
も
の
貧
困
（
率
）」
と

し
て
、
と
ら
え
て
い
る
。

独
自
の
調
査
は
考
え
て
い

な
い
。

問独
自
に
実
態
把
握
に
取
り

組
む
自
治
体
も
あ
る
。

問地
域
社
会
と
市
民
生
活
に

と
っ
て
５
町
合
併
が
ど
う
い

う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
。
市

政
10
年
で
の
到
達
と
課
題
は

何
か
を
、
市
と
し
て
検
証
す

る
考
え
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

現
在
、
第
２
次
紀
の
川
市

長
期
総
合
計
画
の
策
定
に
当

た
り
、
市
政
10
年
の
検
証
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す

る
市
民
意
識
調
査
を
実
施
し

て
い
る
。
こ
の
結
果
を
ま
と

め
る
こ
と
で
、
市
政
10
年
の

検
証
と
、
課
題
の
洗
い
出
し

の
基
礎
資
料
と
な
る
と
考
え

て
い
る
。

問５
町
合
併
と
市
政
10
年
を

ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

実
態
把
握
と
自
治
体
の
態

勢
整
備
の
必
要
性
か
ら
、
国

は
「
地
域
子
供
の
未
来
応
援

交
付
金
」
を
創
設
し
て
い
る

の
で
、
活
用
し
て
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

独
自
調
査
し
て
い
る
自
治

体
は
少
な
い
。

し
か
し
、
貧
困
対
策
に
取

り
組
む
自
治
体
に
向
け
て
国

か
ら
の
交
付
金
が
創
設
さ
れ

て
い
る
。
今
後
、
状
況
を
見

極
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
い

う
表
現
は
適
切
で
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。し
か
し
、様
々

な
理
由
で
、
充
分
な
環
境
で

な
い
方
々
も
い
る
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
。

独
自
の
展
開
は
考
え
て
い

な
い
が
、
国
や
県
の
方
針
に

従
い
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

子
供
の
居
場
所

づ
く
り

問夜
ま
で
子
供
だ
け
で
過
ご

す
子
や
、
何
ら
か
の
困
り
事

が
あ
る
家
庭
の
子
た
ち
に
、

手
作
り
の
食
事
を
提
供
す
る

「
子
ど
も
食
堂
」
と
い
う
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
が
広
が

っ
て
い
る
。
県
の
事
業
も
あ

る
が
、
独
自
の
補
助
金
や
開

設
で
き
る
場
所
や
空
き
家
情

報
を
提
供
で
き
る
体
制
を
と

っ
て
は
。

 

答
　
　
　 

保
健
福
祉
部
長

県
も
本
年
度
か
ら
「
和
歌

山
こ
ど
も
食
堂
支
援
事
業
」

を
実
施
し
て
い
る
。

国
や
県
の
動
向
を
見
た
う

え
で
、
県
事
業
も
し
く
は
、

県
補
助
事
業
と
し
て
検
討
す

べ
き
と
考
え
る
。

ま
た
、
空
き
家
バ
ン
ク
の

体
制
が
整
っ
た
場
合
は
、
デ

ー
タ
の
提
供
は
可
能
と
な
る

よ
う
関
係
部
署
と
協
議
し
て

い
く
。

て
い
る
。
本
市
で
も
よ
り
低

コ
ス
ト
で
環
境
に
配
慮
し
た

電
力
の
調
達
を
行
っ
て
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

今
後
、
コ
ス
ト
削
減
見
込

額
等
の
調
査
や
検
証
を
進

め
、
よ
り
効
率
的
な
施
設
運

営
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

「
経
済
面
」
「
信
頼
面
」

「
環
境
面
」
に
お
い
て
、
実

績
と
信
頼
あ
る
事
業
者
を
選

定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

中村 真紀 議員

石井 仁 議員

合
併
後
10
年
の
検
証
を

実態把握の必要性

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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区
民
に
周
知
、
取
り
ま
と
め

を
お
願
い
し
て
い
る
。

自
治
区
へ
の
加
入
率
の
低

下
に
よ
り
、
行
政
事
業
が
行

き
渡
ら
な
く
な
る
こ
と
が
危

惧
さ
れ
る
。

ま
た
、
特
に
災
害
時
に
は

地
域
の
「
絆
」
や
連
帯
意
識

が
「
共
助
」
の
力
と
な
り
、

地
域
の
防
災
力
を
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

自
治
区
へ
の
加
入
促
進
に

つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
配
布
し
た
り
、
全
区
長
へ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
自
治
連
絡

協
議
会
と
連
携
し
て
進
め
る
。

問長
期
総
合
計
画
に
掲
げ
ら

れ
て
い
る
市
民
と
市
行
政
の

「
協
働
」
は
財
政
面
で
も
厳

し
く
な
る
将
来
の
市
の
発
展

の
た
め
に
も
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
政
策
目
標
だ
と
思
う

が
、
市
の
考
え
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

自
治
区
の
加
入
率
の
低
下

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
阻
害
す
る
要
因
と
し
て

認
識
し
て
お
り
、
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。

今
後
の
市
の
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
市

新
し
い
市
勢
要
覧
を
作
成

す
る
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
の

10
年
間
の
歩
み
の
成
果
と
課

題
を
再
確
認
し
、
さ
ら
な
る

発
展
を
め
ざ
す
た
め
、
「
第

２
次
紀
の
川
市
長
期
総
合
計

画
」
の
策
定
、
ま
た
、
本
市

の
フ
ル
ー
ツ
、
観
光
な
ど
の

魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
生

か
す
こ
と
で
、
本
市
の
認
知

度
を
高
め
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
と
効
果
的
な
Ｐ
Ｒ
戦
略
を

推
進
す
る
た
め
に
「
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
策
定

事
業
」
を
実
施
し
て
お
り
、

様
々
な
視
点
か
ら
検
討
し
た

い
と
考
え
る
。

な
お
、
新
し
い
市
勢
要
覧

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
よ
う

な
冊
子
で
は
な
く
、
デ
ー
タ

化
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
、
最
新
の
状
況
を
市

内
外
に
発
信
し
た
い
と
考
え

る
。

問市
の
魅
力
や
施
策

を
市
内
外
に
発
信
す

る
の
は
、
市
勢
要
覧

で
あ
る
が
、
本
市
の

市
勢
要
覧
「
わ
ご
こ

ろ
紀
の
川
」
は
、
10

年
近
く
見
直
さ
れ
ず
、

今
と
な
っ
て
は
誤
っ

た
情
報
と
な
っ
て
い
る
。

今
後
の
見
直
し
・
改
訂
の

計
画
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

市
勢
要
覧
「
わ
ご
こ
ろ
紀

の
川
」
は
、
平
成
19
年
３
月

に
発
行
し
て
お
り
、
５
町
合

併
に
よ
る
新
市「
紀
の
川
市
」

の
魅
力
を
感
じ
て
も
ら
う
た

め
に
、「
紀
の
川
市
の
誕
生
」

か
ら
「
紀
の
川
市
の
魅
力
」

「
紀
の
川
市
の
未
来
」
を
掲

載
し
、市
内
外
に
配
布
し
た
。

市
勢
要
覧
の
改
訂
に
つ
い

て
は
、
デ
ー
タ
修
正
で
は
な

く
、
新
し
い
市
勢
要
覧
の
作

成
を
検
討
し
て
い
る
。

問自
治
区
へ
の
加
入

率
が
減
少
し
て
い
る

と
聞
く
。
合
併
時
と

比
べ
て
現
状
は
。

ま
た
、
加
入
率
の

減
少
に
よ
り
、
市
行

政
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
考
え
ら
れ
る
か
。

今
後
、
加
入
率
の
減
少
に

ス
ト
ッ
プ
を
か
け
る
対
策
は
。

 

答
　
　
　 

地
域
振
興
部
長

合
併
翌
年
度
の
平
成
18

年
４
月
１
日
の
住
民
基
本
台

帳
世
帯
数
２
万
４
千
306
世
帯

に
対
し
て
、
自
治
区
加
入
世

帯
数
は
２
万
１
千
224
世
帯
の

87
・
３
％
で
あ
っ
た
。
直
近

の
数
値
と
し
て
平
成
28
年
４

月
１
日
に
お
い
て
は
、
78
％

と
低
下
し
て
い
る
。

現
在
、
市
が
各
自
治
区
に

対
し
て
、
防
犯
・
防
災
・
福

祉
・
環
境
整
備
等
の
事
業
の

周
知
、
関
連
事
業
の
補
助
要

望
、
各
種
募
金
の
依
頼
等
各

民
が
で
き
る
こ
と
は
市
民
に

お
願
い
し
、
市
行
政
と
「
協

働
」
し
な
が
ら
、
市
政
を
進

め
て
い
き
た
い
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

市
の
行
政
の
範
囲
が
広
が

り
、
す
み
ず
み
ま
で
行
政
が

行
き
渡
り
に
く
く
な
っ
た
の

も
事
実
で
あ
る
。

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分

た
ち
で
盛
り
上
げ
て
い
こ
う
、

発
展
さ
せ
て
い
こ
う
と
い
う

意
識
の
集
合
が
市
全
体
の
発

展
に
繋
が
る
と
思
っ
て
い
る
。

西川 泰弘 議員

石脇 順治 議員

自治区への加入を

市勢要覧の改訂を

市勢要覧　わごころ紀の川

花いっぱい運動

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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議会を傍聴してみませんか
市議会の定例会は、３・６・９・12月の年４回開催され、

傍聴することができます。

市議会では、市民のみなさんの生活に直結した重要な
問題が審議されていますので、私たち議員の活動状況や
市政の内容を知るためにも、ぜひ議会の傍聴にきてくだ
さい！

【傍聴手続き】
本会議の傍聴を希望される方は、当日受付で住所・氏

名を記入していただき、入場してください。
本会議の傍聴定員は、30人（うち車いす用２席）です。

【受付場所】
本庁舎６階　議会事務局

※午前9時 30分開会予定です。なお、日程は変更することがあります。

電話でのお問い合わせもお受けしています。
●お問い合わせ … 議会事務局
電話番号：0736 －77 －0860

次回12月定例会（予定）
NEXT

日 月 火 水 木 金 土
11/27 28 29 30 12/1 2 3

本会議
（開会）

4 5 6 7 8 9 10

本会議（一般質問）
本会議

（一般質問）
質疑

委員会付託

11 12 13 14 15 16 17

総務文教
委員会

厚生
委員会

産業建設
委員会

18 19 20 21 22 23 24

本会議
（閉会）

問ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
示
さ

れ
て
い
る
避
難
所
に
運
営
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
設
置
さ
れ
て
い

る
が
、
施
設
管
理
者
や
行
政
、

地
域
の
方
と
の
学
習
、
訓
練

は
実
施
し
て
い
る
の
か
。

防
災
倉
庫
や
避
難
所
の
鍵

の
保
管
に
つ
い
て
、
地
震
の

揺
れ
を
感
知
し
て
開
く
地
震

開
錠
ボ
ッ
ク
ス
の
導
入
を
考

え
て
は
。

飲
料
水
、
生
活
用
水
の
確

保
は
十
分
で
き
て
い
る
の
か
。

消
費
期
限
が
近
付
い
た
備

蓄
食
料
品
の
有
効
活
用
は
。

 

答
　
　
　 

危
機
管
理
部
長

地
域
防
災
計
画
を
も
と
に

避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
り
、
市
防
災
総
合
訓
練
に

内
容
を
盛
り
込
み
訓
練
を
し

て
い
る
。
住
民
の
皆
様
が
、

少
し
で
も
早
く
避
難
し
、
安

全
確
保
に
努
め
ら
れ
る
も

の
と
し
て
、
地
震
開
錠
ボ
ッ

ク
ス
に
つ
い
て
は
、
現
状
調

査
、
研
究
を
行
う
。

消
費
期
限
が
近
付
い
た
備

蓄
食
料
品
は
防
災
訓
練
や
、

小
学
生
防
災
教
室
事
業
で
有

効
活
用
し
て
い
る
。
飲
料
水

は
備
蓄
倉
庫
に
保
管
、
雑
用

水
は
本
庁
舎
地
下
水
槽
や
、

防
火
水
槽
の
水
が
活
用
で
き

る
。
ま
た
、
飲
料
水
は
救
援

物
資
調
達
の
協
定
を
し
て
い

る
企
業
か
ら
届
く
。

問避
難
所
の
迅
速
開
設
に
つ

な
が
る
地
震
開
錠
ボ
ッ
ク
ス

の
導
入
を
早
期
に
す
る
べ
き

で
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
市
　
　
長

先
進
地
の
取
り
組
み
を
参

考
に
、
十
分
前
向
き
に
検
討

す
る
。

人
口
減
少
に

歯
止
め
を

問人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
る
べ
く
企
業
誘
致
の
現
状

と
今
後
の
見
通
し
は
。

出
会
い
と
結
婚
に
対
す
る

支
援
と
し
て
、
国
の
補
助
事

業
で
あ
る
「
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
」
に
対
す
る
取
り
組

み
は
。

 

答
　
　
　 

　
　
企
画
部
長

地
元
で
の
雇
用
創
出
を

は
か
る
た
め
、
優
良
企
業
誘

致
に
努
め
て
い
る
な
か
、
38

社
が
操
業
し
て
い
る
。
今
後

も
、
工
業
団
地
の
情
報
発
信

と
企
業
へ
の
個
別
訪
問
を
行

い
、
誘
致
に
努
め
て
い
く
。

「
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
」

に
つ
い
て
は
、
国
の
継
続
の

動
向
と
、
ど
れ
く
ら
い
の
効

果
が
あ
る
の
か
を
見
極
め
な

が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て

い
く
。

並松 八重 議員

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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委員会活動報告
各委員会では、議案の審査だけでなく、各委員会に付託された市民生活に深く

関ることについて議会の開会・閉会にかかわらず調査研究を行っています。
最近の活動状況についてお知らせします。

視察レポート

議会改革検討委員会  7月28日

産業建設常任委員会  10月12日～14日

議会改革の先進地である滋賀県大津市議会で、視
察研修を行いました。
・予算決算常任委員会の設置
・質問方式の見直し
・通年議会の導入
・議会 ICT 化
について説明を受けました。今後の議会改革に役立
てて行きたいと思います。

豊後高田市の「耕作放棄地解消に向けた取組み」、竹田市の「農村
回帰宣言市」、臼杵市の「有機農業推進・企業の農業参入」について
研修を行いました。

豊後高田市を代表する観光地の長崎鼻リゾートキャンプ場。現在で
は、年間８万人もの観光客が訪れていますが、以前は、地域住民の高
齢化、後継者不足から耕作放棄地となり荒廃化していたそうです。こ
れを見かねた地域ボランティアの方々が景観再生運動を始めたのを
きっかけに、現在では NPO 法人を中心に、春は「菜の花」、夏は「ひ
まわり」など四季の花々が咲く花公園に生まれ変わらせました。

初めは花の景観づくりから始まった運動でしたが、種子から採れる油を使った特産品研究など、市と連携で
「鑑賞」から「観光」、そして「地場産業」へと展開する地域創生の見本となる活動でした。

次に、竹田市は人口２万４千人ほどの自治体ですが、全国でも１、２を争う高齢化率となっています。しか
しながら、独自のコンセプトを持ち、他市とは違う切り口で地域コミュニティの再生に取り組まれていました。
特に地域、農業、経済、観光など主たる市内の団体で組織する「竹田市農村回帰支援センター」を中心に移住
定住施策に積極的に取り組んでおり、また、移住者へは全市民で細やかなサポートを行う仕組みを構築するな
ど、本市とは置かれている現状や課題は異なるものの、100 世帯以上の移住者を受け入れるなど、確かな効
果をあげている竹田市の取り組みは非常に参考になりました。

最後に臼杵市では、有機農業の推進、農業への企業参入、土づくりセンターの建設など、農業施策に力を入
れる取り組みを進めていました。このような背景には、学校給食センターに地元で採れた新鮮かつ元気な農産
物を供給することにより、地産地消給食の提供、食育の広がり、健康な地域づくりを目指す「給食畑の野菜」
という取り組みがあったそうです。議会からも臼杵市の向かうべき農業の将来像を明確にするため、議員提案
による「ほんまもんの里みんなでつくる臼杵市食と農業基本条例」を制定するなど、市民、行政、議会が一体
となって、臼杵市が目指す有機の里づくりに取り組んでいる様子が伺えました。

●大分県豊後高田市、竹田市、臼杵市

臼杵市土づくりセンターの見学

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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答弁答弁

その後その後

河北図書館の進入路の整備を！中学校卒業まで！

工事開始！拡大しました！

平成 27年 12月議会　並松　八重　議員平成 25年 12月議会　中村　真紀　議員

利用者の安全・安心と利便性をはかり、周
辺駐車場の整備はどうするのか。

小学校の入院・通院の医療費は無料である
が中学校卒業まで拡大しては？

今後の市の財政事情は、年々厳しくなる
状況である。子育て支援の重要性を考え、
慎重に検討したい。

利用者の安全確保と駐車場の利便性をは
かるよう進めていく。

平成 28 年８月から河北図書館進入路の工事に着手
している。見通しを確保するため、進入路付近の駐輪
場を撤去し、歩道を整備する。車の出入りをしやすく
し、歩行者も安全に施設を利用できる。

子育て支援の充実をはかるため、これまでの小学校
卒業までの子供を対象とした入院・通院に加え、平成
26 年４月から中学校卒業までの子供を対象とした入
院に係る医療費の助成を行っている。

さらに、平成 28 年８月１日診療分から中学校卒業
までの子供の通院に係る医療費の助成を行っている。

ちょっ
と

おしえ
て！

工事中の河北図書館進入路

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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紀の川市でがんばってます!!
子
供
が
な
め
て
も

安
全
な
み
か
ん
を

農
林
水
産
大
臣
賞
受
賞

Part10

き
っ
か
け
は
40
年
以
上
前
に
知
り
合
い
の
医
師
か
ら
「
貴
志
川

町
の
健
康
診
断
の
結
果
は
、
肝
臓
疾
患
が
多
く
、
農
薬
被
害
の
疑

い
が
あ
る
」
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
で
し
た
。

そ
こ
で
、
７
人
の
仲
間
が
集
ま
り
、「
残
留
農
薬
が
全
く
な
い
安

全
な
み
か
ん
を
作
り
た
い
」「
土
壌
や
地
下
水
を
汚
染
せ
ず
、
昆
虫

や
鳥
た
ち
と
共
生
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
」
と
い
う
思
い
か

ら
減
農
薬
、
有
機
肥
料
を
用
い
た
栽
培
に
取
り
組
み
始
め
ま
し
た
。

し
か
し
、
当
時
は
農
薬
や
化
学
肥
料
が
万
能
の
時
代
だ
っ
た
の

で
、
有
機
農
業
は
な
か
な
か
受
け
入
れ
て
も
ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

グ
ル
ー
プ
設
立
後
、
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
と
提
携
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、「
生
産
者
個
人
が
組
合
員
と
つ
な
が
っ
て
い
る
」
こ
と
を
励
み

に
し
て
き
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
　
果か

宝ほ
う

園え
ん

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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特集 紀の川市でがんばってます!!
今回は西川委員（左）と中村委員（右）

が担当しました 任
意
組
合
か
ら
農
事
組
合
法
人
へ

さ
ら
に
、
早
く
か
ら
低
農
薬
・
化
学
肥
料
削
減
に
取
り
組
ん
で

き
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
平
成
13
年
第
６
回
全
国
環
境
保
全
型
農

業
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
で
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
環
境
保
全
型
農
業
へ
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ

な
が
り
、
最
盛
期
に
は
１
千
200
～
１
千
300
ト
ン
の
出
荷
量
に
も
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ま
ま
で
は
出
荷
で
き
な
い
サ
イ
ズ
の
も
の
を
活
用

し
、
ジ
ャ
ム
や
ジ
ュ
ー
ス
に
加
工
し
、
商
品
化
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
今
で
は
、
全
国
各
地
と
の
交
流
や
摘
果
や
収
穫
・
ジ
ャ

ム
作
り
と
い
っ
た
消
費
者
と
の
交
流
も
行
っ
た
り
、
防
腐
剤
・
防

カ
ビ
剤
を
使
用
し
て
い
な
い
果
物
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

と
し
て
も
大
変
喜
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

生
産
技
術
の
さ
ら
な
る
向
上
と
、
共
同
の
原
理
を
生
か
し
た
コ

ス
ト
削
減
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、「
適
正
な
価
格
で
美
味
し
い
み

か
ん
を
」
と
気
持
ち
を
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
が
中
心
に
な
っ
て
や
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い
と

新
し
く
名
前
を
募
集
し
、「
大
西
園
グ
ル
ー
プ
」
か
ら
「
農
事
組
合

法
人
果
宝
園
」
と
改
名
し
ま
し
た
。
会
員
は
25
名
で
す
。

近
年
の
異
常
気
象
の
影
響
や
病
害
虫
の
発
生
に
よ
る
安
定
し
な

い
収
穫
量
、
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
深
刻
な
被
害
へ
の
取
り
組
み
や
、

今
は
ま
だ
数
名
し
か
い
な
い
後
継
者
へ
こ
れ
ま
で
の
想
い
と
技
術

を
受
け
継
ぐ
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

紀の川市議会だより　No.39　平成28年［2016］
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の
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だ
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No.

　
編
集
後
記

酷
暑
の
夏
が
過
ぎ
、秋
雨
前
線
と

と
も
に
台
風
が
日
本
列
島
に
連
続

上
陸
し
、記
録
的
な
大
雨
に
よ
る
災

害
が
発
生
す
る
な
ど
、全
国
的
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。災

害
に
対
す
る
備
え
が
今
以
上
に
必

要
と
な
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
。

本
市
で
も
、台
風
に
よ
る
農
作
物

被
害
と
浸
水
被
害
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。度
重
な
る
浸
水
被
害
の
要

因
の
一
つ
が
紀
の
川
下
流
域
の
岩

出
狭
窄
部
に
あ
る
と
し
て
、国
・
県

に
要
望
し
た
結
果
、平
成
28
年
度
か

ら
概
ね
５
年
を
か
け
、国
交
省
は
岩

出
頭
首
工
付
近
の
整
備
事
業
の
着

手
を
決
定
し
ま
し
た
。こ
れ
に
伴
い
、

去
る
10
月
10
日
、起
工
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。整
備
事
業
が
完
成
す
れ
ば
、

浸
水
被
害
が
軽
減
さ
れ
、市
民
の
安

全
・
安
心
に
つ
な
が
る
も
の
と
大

い
に
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
Ｙ
・
Ｎ
）

粉河中吹奏楽部 定期演奏会 少年野球 逆転タイムリー

柿でおもてなし

下井阪簡易郵便局の

ゆきちゃん

岩出狭窄部対策事業起工式

フルーツサイクリング


